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市
北
部
地
域
は
、
良
好
な
自
然

や

農
業

環
境
を
保
全

・育
成
す
る
区
域

と
な

る

「
市
街
化
調
整

区
域
」
が
多

く
占

め
て
い
ま
す
。
由豆
か
な
自
然

や

田
園
風
景
が
守
ら
れ
る
反
面
、
開
発

が
制
限
さ
れ
る
区
域

で
す
。

本

市

の
人

口
は
平
成

２７
年

か
ら

減
少
傾
向

に
あ
り
、
特

に
市
街
化
調

整
区
域

の
う
ち
、
北
部
地
域
は
よ
り

顕
著

で
す
。
ま
た
、
一局
齢

化
率

に

つ

い
て
も
市
全
体
よ
り
高
ま

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
既
存

コ
ミ
■

一
テ
イ

や
地
域

の
活
力

の
維

持
が
大

き
な

課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ

こ
で
、
市

で
は
市
街
化
調
整
区

域

の
中

で
も
人

口
減
少

や
高

齢
化

が
特

に
著

し

い
地

域
を
対

象

と
し

た

「
田
園
ま
ち
づ
く
り
制
度
」
を
作

り
、
各
地
域

で
課
題
解
決

へ
の
取
り

組

み
を
進

め
て
い
ま
す
。
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||1田 園
まちづくり制度

対象区域

※北部地域 (志方町、平荘

町、上荘町、八幡町)の

うち市街化区域を除く。

市街化

調整区域

市街化区域
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区域ごとの人口増減率

令和2年の高齢化率

市全 体 ■||%、

1し音54田]|■ 0/。

市全体

市街化調整区域

|1  1し音「4田丁

100%~~~

950/0「
~~~

樹

「

80%~~~~~
平成22年   平成27年    令和2年

平成22年を基準とした令和2年 までの増減率
※北部4町の数字は志方町、平荘町、上荘町、八幡町の合計

(市街化区域含む)。
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、さらに令和 4年 4月 に制度を改正

制度の運用から10年 以上が経過し、人々のライフスタイルや価値観の多様化が進んでいます。

これらに柔軟に対応していくため、制度の見直しを行いました。

■建てられる人 月ヽ学校区エリアに通算して 10年以上居住する人

◎‐攣‐驚警,驚‐率
‐建てられる人

市外に直近 10年 間で通算 5年以上居住 し、空き家を活用

(改修・増築または建て替え)して移住する人

※空き家は建築後ηO年以上経過し、空き期間が6カ月以上のもの。

建てられる人

地区内にある農地を取得 し、

耕作する人

※兼用部分は農業関連施設に限る。

鸞子解 世鷺っ奪宅
醸建てられる人

申請時に18歳までの子を扶

養し世帯を構成している人

※まちづくり協議会が設立されていない地区は■|■¬こ限られます。

産業系においても地域貢献する事業所の要件緩和などが

拡充されています。その他についても、くわしくはお問い合わせください。

●市街化調整区域の開発許可基準の見直しを令和5年 4月 に予定しています。

||||||■ || ||||‐ | | 
‐
■  ・ ■ ‐‐‐ ‐‐

田園まちづくり集落区域への移住・定住を支援するため、住宅取得などの費用を助成します。

■市外からの転入で、一戸建てを購入。建築するとき

,市外からの転入で、親世帯と同居。近居する単身ではない世帯がU oJターンするとき

,最 大 1■ 万 円を補 助 !(転入に要する経費の10分 の10)

t`くわしぐはこちら

=空 き家を購入 し活用するとき

■ 最 大 青Ⅲ Ⅲ 万 円 を補 助 !(空 き家活用に要する経費の3分 の1)

※空き家は建築後10年以上経過し、空き期間が6カ月以上のもの。
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晰驚鐵輩鋼餞
颯建てられる人

北部4町に10年以上居住する人

およびその2親等以内の人

鰊‐勘鐸湧華つ―餞
1建 てられる人

集落に定住 し、新たに事業を

営もうとする人

※兼用住宅に限る。
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夢
は
ま
だ
始
ま
ち
え
ば
か
‐‐り

今
年
い
よ
い
よ
「ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
の
動
き
が
本
格
始
動
。
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
芝

桜
や
桜
の
木
を
植
え
た
。
〈
フ
後
は
、
ホ
タ
ル

や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
す
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
た
め
池
と
里
山
が

一
体
と
な

っ
た
自
然

公
園
を
作
り
、
美
し
い
自
然
を
守
る
。
交
流

の
場
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る

よ
う
に
公
園
を
整
備
し
た
い
な
ど
、
み
ん
な

の
気
持
ち
は
ひ
と
つ
だ
。

「市
の
制
度
を
活
用
し
、
市
職
員
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
方
が
応
援
し
て
く
れ
た
か
ら

こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
。
も
み
じ
や
芝
も
植
え

た
い
し
、
遊
歩
道
も
整
備
し
た
い
。
昔７
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
」
。

「豊かな自然|:農業、

ふ|れ|あ
―
し`の|ある暮らし

住|み続けないま|ち 大沢J

を目指して‐

子どもたちも桜の植樹に参加

饂
デ
ル
版
鐙
孟
碧
写

袂
い
が
靱
鬱
轟
粽
ぬ

加
古
川
北
防
災
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前

の
土
地
は
、
市
の
所
有
地
で
空
き
地
の
ま
ま

何
年
も
経
過
し
て
い
た
。
国
包
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
会
長
の
稲
岡
昇
太
さ
ん
は
「
い

つ
ま
で
こ
の
状
態
が
続
く
の
か
と
心
配
し

て
い
た
。
誰
か
が
動
き
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
気
持
ち
で
市
に
相
談
し
た
」
と
話

す
。
そ
れ
を
受
け
、
市
は
「
田
園
ま
ち
づ
く
り

制
度
を
活
用
し
、
住
宅
と
公
園
が
整
備
で

き
る
よ
う

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
」
と
モ
デ
ル
事
業
を
提
案
。
制
度
を
活
用

し
、
遊
休
地
を
有
効
利
用
し
て
、
誰
で
も
住

め
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
を
国
包
地
区

の
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「ま
ち
が
活
性
化
し
て
い
く
起
爆
剤
に
な
れ

ば
」
と
稲
岡
さ
ん
。

1‐

■

■■
｀

‐
ぽ

,
′

贔

国包地区稲岡昇大会長

ざ
贔
鶉

靱
枡

瑯
絣
ざ
瑕
骰

「地
区
外
の
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
抵

抗
感
は
な
い
。
人
が
増
え
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
み
ん

な
が
持

っ
て
い
る
。
緑
が
多
く
、
駅
に
も

近
い
。
「可
能
性
の
多
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
稲
岡
さ
ん
。
都
会
に
近
く
生
活

の
利
便
性
も
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
、
自
然

豊
か
な
環
境
の
中
で
子
育
て
や
趣
味
が
楽

し
め
る
田
舎
暮
ら
し
が
両
立
で
き
る
エ
リ

ア
、
い
わ
ゆ
る

「ト
カ
イ
ナ
カ
」
で
の
生
活

が
で
き
る
地
区
で
あ
る
。

「
こ
の
モ
デ
ル
事
業
が
き

っ
か
け
と
な

り
、
市
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
ま
ち
が
変

化
し
て
い
く
道
筋
を
作
り
た
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
た
。
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大切なわが家の将来のために、今からできることを始めてみませんか。

〆
/へ

、

財颯聰艤笏飩

入院や引っ越しなどで長期間

不在にするときは、近隣の人や

町内会に連絡先を伝えておくこ

とが大切です。空き家に異変が

生じたときや樹木が隣地まで

茂ってしまった場合などに、すぐ

に連絡を受け取れる状態にして

家の相続について話し合って

みましょう。仏壇や神棚、家族の

思い出の品などを片付けられ哄

放置が進んでしまう場合もありま

す。エンディングンートなどを活用

し、処分についてもめどを付けて

おくと安心です。「加古川

市マイエンディングノー

ト」は住宅政策課など

で配布していま丸

。
´
´́
イ・
へ́
＼
、`、、
、

麒鑽肋颯

わが家は地震が起きても大

丈夫 ?不動産登記はされてい

る?解体業者が分からない…な

ど、住まいの悩みは専門家に相

談してみましょう。

議秒ょうご豊鬱家対策フォーサ血

公078。 325。 η02¬

警鐵地建物取§1量 :こよ纂

不動量無料纏鱗

(31ページ参照)   など

/
くわしくは
こちら

＼

ヽ
、 ヽ
／
」
れ
凱
綺
（

空0家の活用に向けで
自分で管理することが負担になつたときや他の人に使い続けてほしいときなど、

要望に応じて相談できる場所があります。

庭木剪定や宅内掃除、外観調査などを空

き家管理事業者に代行してもらうことができ

ます (有料)。市では「空き家管理事業者登録

制度」を実施し、登録し

た管理代行事業者の名

簿を提供しています。

＼―緒に考えていきましょう/
「空き家」は、手を加えれば地域の資源にな

り得ます。反対に、無関心であれば地域を困

らせる要因になりかねません。一人で

先のことを考えると不安になります

が、私たちや住まいの専門家もサ

ポートしますので、一緒にあなたの

家の将来について考えていきま

しょう。

住宅政策課

山脇主査

空き家を「売りたい。貸したい」人と「買いたい。

借りたい」人をつなぎます。登録した物件情報は市

のホームページや民間不動産紹介サイトに掲載

し、幅広く利用希望者に提供します。

※売買、賃貸借などの手続きは連携・協力事業者が

行います。

で

＼
く
E::は/

び |

空き家所有者

令和4年 9月 号
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空き家バンタに登録する
乞

問い合わせ/住宅政策課8427・ 9327


